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 琉球大学名誉教授の松田賀孝氏が「沖縄にとって天皇制とは何か」を寄稿している。沖

縄県民から見た天皇制の論述は興味深い。まず、〈沖縄の歴史に、天皇が登場するのは、明

治政府によって沖縄が併合された時点においてである。したがって沖縄の場合、天皇は最

初から近代国家の近代天皇として君臨したのであって、民衆の在来の歴史意識とは全く無

縁な存在でしかなかった。それは明治の国民教育を通して上からの押し付けられた「教科

書天皇」でしかなかった〉と書き出している。近代国家の成立は、天皇を『古事記』『日本

書紀』の神話から編み出し、家父長的、家族国家的な「万世一系の天皇」として、神格化

することから始まった。この天皇を、時代の為政者たちは権力の正当化、合法化する拠り

所、抜け道として、宗教的祭儀を司る慈悲深く、神々しい天皇像を作り上げ、最大限に利

用した。松田氏は、「象徴天皇」は戦後の新憲法の所産と言われているが、昔から「象徴」

であったと言う。この天皇制が沖縄に持ち込まれ、皇民化教育と軍国主義イデオロギーと

が一体となって、強力に進められていった。沖縄の祭儀は水平線の彼方から訪れる｢神女 ｣

が、民の間に迎えられる柔らかなものであるのに対し、天皇制は、天孫降臨に見られるよ

うに垂直に降りて来て、民を支配する。中央政府の基本方針を受けて、沖縄では、独自の

風俗、習慣、生活様式を軽視、撲滅する集権的、全体主義がウムを言わさず県民の上に襲

いかかった。その一例として、方言撲滅＝標準語運動が展開された。地方史研究家の稲田

耕一氏は「天皇と戦争と部落民」の中で、部落民と言われた人々は、誰よりも天皇を敬い、

戦争に熱心に関わったと報告している。沖縄県民は二級国民と言われ、一級国民になろう

と政府の要請に応え、天皇の神格化を受け容れ、戦争に全面協力し、命を惜しまない行動

に走らされた。それが、沖縄戦の悲劇を増幅させた。評論家の大宅壮一氏はひめゆりの塔

や健児の塔などの戦跡を見て、これら学徒隊の示した異常な行動は、「批判力のない」「動

物的忠誠」だと評した。記事が地元新聞に掲載され、怒りに震えて字も書けないくらいに

憤慨した投書が殺到し、発狂する老人もいた。強制的命令に従わされたことを「動物的忠

誠」などと言われたら、発狂するほど怒るだろう。大宅氏は、次のような発言もしている。

〈批判を伴わない忠誠心は、その「純粋性」の故に美化されやすいが、これは奴隷道徳の

一種で、極端ないいかたをすれば、飼いならされた家畜の主人にたいする忠誠心のような

ものである。こういった忠誠心は、どうして生まれたかというと、多年この島を支配した

権力者の「動物的訓練」の結果と見られる点が多分にある。〉この忠誠心は、天皇制軍国主

義教育によって、飼いならされ、叩き込まれた結果であることは確かである。 

 戦後の沖縄の本土復帰と天皇の「復帰記念植樹祭」への出席について、沖縄タイムスは

社説で下記のように主張している。〈復帰の実態はどうかと言えば、残念ながら前途に不安、

動揺を覚える、いわゆる疑惑だらけの返還としか言いようなないありさまで、住民の期待

は裏切られた感が深い。… 復帰後も存続するアメリカ軍の強大な基地には、返還と同時に

配備される自衛隊によって沖縄は、戦争の脅威にさらされる運命を背負いこまれようとし

ている。… たとえ植樹祭は国のお祭りとして実現できても、複雑な住民感情を考えた時、

天皇・皇后陛下をお招きすることは不適当であり、行政主席の立場上も慣習にとらわれ、

これを要請することは思いとどまるのが妥当と考える。〉最後に松田氏は〈天皇を中心とす

る、個の犠牲を顧みない、非合理な、求心的メンタリティーを破って、個としての人間性

の復権に、真のヒューマニティの確立に、沖縄の復帰がなんらかのインパクトを与えんこ

とを期待してやまない〉と、自立した個の確立を訴える言葉で終えている。 


